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1) 客室乗務員(CA)のマトリックス
安全衛生管理法

労働安全衛生法

IATA
ICAO

航空局
FRM(S)

労働基準法
過労(死)認定基準

パワハラ防止法

会社規定
休日・休憩

スケジュール
飛行時間制限

評価制度

客室乗務員

労働組合の活動範囲



2) FRMS（疲労リスク管理制度） とは？
定義：
疲労＝航空機の安全運航にかかる業務を遂行するにあたり航空機乗務員の注意力や能力の低下を招
く、睡眠不足、⾧時間覚醒、サーカディアン周期（生体リズム）またはワークロード（精神的またな
肉体的な活動）に起因して、精神的または身体的なパフォーマンスが低下した生理学的状態

前提：疲労をハザードとして認識する＋疲労は管理するもの

基準：時間制限から科学的知見（睡眠の質・量/睡眠不足と回復/サーカディアンリズムの睡眠と
パフォーマンスへの影響/ワークロードの睡眠への影響）に基づいたものへ移行

ICAO（国際民間航空機関）基準による疲労管理方法
1. 飛行時間制限による手法(Prescriptive Approach)

SMS（安全管理制度）で疲労のハザードを管理しながら、管理当局が定めた勤務時間制
限で勤務する。
2. 疲労管理の手法 (Performance Based Approach)

当局が承認した疲労管理制度(FRMS)が導入された環境で勤務する。



3) ストレス・疲労測定因子：”時間”だけでは測れない！

時間

睡眠の質・量
睡眠不足と回復

サーカディアンリズム(概日リズム)の睡眠とパフォーマンスへの影響
労働負荷の睡眠への影響

就労様態
勤務時間の不規則性(業務の困難性/能力・経験と業務内容の
ギャップ/時間外労働/休日労働/業務密度の変化の程度/業務内
容/責任の変化の程度/連続した休日の頻度/勤務間インターバル
≠睡眠時間帯(22:00~06:00)/時差)
移動を伴う業務
心理的負荷＝精神的緊張を伴う業務/業務に関する具体的出来事
の強度(保安業務＋感情労働）
身体的負荷を伴う業務
作業環境(航空機内：低酸素分圧・低湿度・低気圧）

睡眠時間

FRM基準

認定基準改正案



4) 過重労働負荷(複合要因)
ストレス→疲労→過労→慢性疾患or死亡に至るまで

ストレス
(ʷ） 疲労 過労

物理的・環境
心理的・性格
職業性・会社・社会

プライベート
ライフイベント

ストレス強度・頻度
ストレス要因解明・介入？

質の高い睡眠？
十分な休み？ 回復？

カウンセリング・総合的治療
ストレッサー除去・環境改善

本人-家族・友人知人会社連携

心身の危険サイン
過労基準？

死

睡眠で回復可能

ストレスチェック・疲労レポートの結果分析が
職場に還元されているのか？



5) Covid-19による労働負荷と心身不調

毎月毎月リスクが多きいインターが2本以上
入っていて健康の不安が付きません。

偏りすぎではないでしょうか。

テレワークで評価されたらたまらない。

就職活動を終えて、やっとの思いでXX航空に入れたのにも関わらず、
100円のデザートすら我慢し、もやしを中心とする食費を削る日々を

送る自分に情けなさが募る毎日です。

貯金を切り崩しています。

雇用・賃金のことがストレスとなり、体調を崩しました。
心のゆとりが全く奪われてしまい、ただ生きていること

が辛くなってきています。

月数回のフライトに万全の準備で臨んでも、
緊張が消えません。テレワークでオンとオフ

が難しく、身体の不調と闘っています。

この調子で解雇なんてことになったら厳しい。

心身不調 業務経済的困難

ベトナムのクイックリターンのパターン
を何回も飛んでいます。シフトの偏りが

激しすぎて体が本当にきついです。
他部署の方々との交流の場で

「コロナでも金銭的にあまり影
響がなくて助かりましたね」と
いう声があり絶句した。CAだ

けが大打撃をうけている。認識
の差を感じた。グループ全体と
して一致団結して頑張っていこ

うと思えない。

時間はあっても常にお金のことを考え,自
制しなくてはいけないというストレスが
あります。常に金銭的な不安とストレス

が付きまとうようになりました。
生活するためだけのおかねしかなく、好

きな物を買ったりできません。
ジムや病院なども我慢し、健康維持もで

きません。

会社として苦しいのはわかるが、
フライト業務以外でこんなにも拘束さ
れているのに、給料がこれしかもらえ

ないのは士気がさがる。
有能な人ほど転職を考えているだろう。



6) 労働安全衛生法から見た航空会社産業医
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ストレスチェック制度による
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具体的な解決実施事項について計画？

航空機内定期作業場巡視？



7) 今すべきことは？

会社・産業医・組合・個々の客室乗務員連携 ←対等・公正な関係?
現在の問題点を明確化
連携対応策作成→実行 アフターコロナ

心身不調＝ハザード →  安全衛生管理体制は機能している？
産業医は就業義務を果たしている？

社内経済格差 →  乗務手当保障の復活

労働負荷の高い勤務パターンの見直し
評価制度見直し・廃止→ 賃金連動しない

客観的指標（基準)で 評価者と非評価者の相互的評価
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